





































 ・「索引化」：目録の対象となる情報の単位を探し出すためのしくみをつくること  
  表：「政府情報」に関連する学問領域   
学問領域 政治学 法学 行政学 記録管理学 図書館情報学 アーカイブズ学 
政府情報の具






































・公 文 書 等 の
管理方法 
・政府刊行物に対する書










































けての試論」『レコード・マネジメント』（記録管理学会誌）No. 49, 2005, p. 57-73.  




No. 1, 2002, p. 30-36.  
・鈴木謙介『カーニヴァル化する社会』講談社現代新書, 2005. 
・森健『インターネットは「僕ら」を幸せにしたか？』アスペクト, 2005. 
・Sunstein, Cass. Republic.com.  Princeton University Press, 2001. → キャス・サ
ンスティーン『インターネットは民主主義の敵か』石川幸憲訳, 毎日新聞社, 2003.  
・Jaeger, Paul T. "Deliberative democracy and the conceptual foundations of 
electronic government," Government Information Quarterly, Vol. 22, No. 4, 2005, 
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から検索結果を左右させる仕組み（search engine optimization: 
SEO）は必ずしもオープンではない 
→情報アクセスに対する説明責任をどれだけ確保できているか？ 
電子政府のもつ危うさ 
・電子政府も「デイリー・ミー」の要素を取り入れている：「個々の市民の要望」に応えるかたちでの情報提供の仕組みとしての
「パーソナライゼーション（personalization）」－「利便性」の一方で、どれだけ「他者との出会い」を確保できるか？ 
・政府がサーチエンジンを備えた「ポータルサイト」などの形で利用者をひきつけようとするあまり、政府による国民の同意獲得過
程が政府に有利な方向で操作される危険性が一層増すおそれもある  
「情報管理の専門技術性」を共有する記録管理学・図書館情報学・アーカイブズ学の役割 
・“「討議民主主義」に必要な要素”の保障：情報コンテンツの多様性、情報アクセス手段の多様性（「他者との出会い」）の保障 
・インターネット空間やサーチエンジンの特性・影響力や限界を理解し、これらのメリットを生かしつつ、これらを介しては現れにくい情報を発掘し
アクセスを保障する（オルタナティブを用意する）－図書館が政府情報など「灰色文献」の発掘に努めてきたように 
 →「デイリー・ミー」志向ではすくい取れない政府の意図を見抜き、政府への反論を促す 
おことわり：このポスターは2006年6月当時の内容です。2011年現在の著者（京都大学附属図書館に転任）の連絡先は以下の通りです（◆は 
＠に換えて下さい。） tkoga◆kulib.kyoto-u.ac.jp 
